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FunctionalReachTest(FRT)簡易測定装置の開発

工 藤 俊 輔 大 津 諭樹彦
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我々は,FRTの値を身長計と組み合わせ測定する簡易測定装置を考案した.この装置の利点は上肢を伸ばす方向

に目標物があり,それを前方に押すことにより数値表示がされること,及び,各被験者の肩の高さに合わせ装置の測

定位置を決めることができることである.

(はじめに)

高齢者や運動障害者に対する琴学療法では,バラン

ス機能の評価が重要かつ不可欠である.静的バランス

の評価については,重心動揺計を用いた静止立位に関

する標準化された測定法が存在する.しかし,動的バ

ランスに関しては,数種の評価法が考案されているも

のの,現在のところ確立された方法は存在しない.

FunctionalReachTest(以下FRTと略)はDuncan

ら1)によって紹介された動的な立位バランス評価で,

転倒予防のために簡易に測定できる評価法として,近

年,広く利用されるようになってきた.大熊 ら2)は

FRTの2回繰り返し測定における再現性は,級内相

関係数が推定値0.915と高く,FRTの値がDuncan

らの結果と同様年齢と身長に有意な相関を認め,重回

帰分析で予測式の寄与率が32.8%とやや低かったも

のの年齢と身長が有意な説明変数として採択されたと

述べている.

その方法 (図 1)は開脚裸足立位で,右側肩関節

90度屈曲肘 ･関節伸展位にした時の右側第三指先端

の位置を開始点にして,前方に最大限伸ばした時の第

三指先端を到達点としてその距離を測定するものであ

る.しかし,この到達距離の測定はヤードスティック

(目盛り付きの板を壁に設置する方法)を用いて行う

ため①対象者の身長に合わせてヤードスティックを設

置しなければならず煩雑であること,②水平移動距離

を目盛りで読みとるとき測定値からずれた第三指先端

を鉛直線上で追わなければならず測定精度低下の可能

性があること,③上肢を最大限伸ばす先に目標物がな

いため運動に対する感覚フィードバックが充分でない

ことが問題点として上げられる.封馬らはすでに同様

な問題に着目し,｢ファンクショナルリーチ計測器｣3)
を開発し,近く販売予定であるが,高価である.そこ

で,今回,我々は,身近な身長計と組み合わせ,FRT

計測時の高さに合わせ,測定結果を表示器で示すこと

のできる簡易なFRT測定装置を考案したので紹介す
る.

(従来方式と簡易測定器具による測定方式の比較)

1,従来方式の測定

従来方式は図1に示すように上肢を最大伸ばした先

を計測可能な壁の前に立ち測定者の指示により前述し

た方法で上肢を前方に伸ばすものである.結果の計測

は壁に記された基準点を基に到達点の距離をメジャー

で計測する.

2,簡易測定装置による測定

簡易測定装置は図2に示すように右側第三指先端で

スケールのポインターを押すことで伸ばした距離が表

示器に示されるようになっている.

(FRT簡易測定装置の構造及び概要図)

簡易測定器具の構造は日本メディックス社製体前屈

計のメーター部分を三層式段ボール (製品名トライウォー
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図1,従来のFRTの実施方法

ル)に組み合わせたもので,身長計のスケール部分の (FRT簡易測定装置の作製費用)

上から差し込んで使用するものである.この差し込み 日本メディックス社製体前屈計は¥11,000, トライ

部分には横幅265mm,縦幅600mm,厚さ10mmの

トライウォールに身長計スケール横断面大 (40mmx

50mm)の穴が開いている (図3参照).
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ウォールは1枚使用 し¥720であった. トライウォー

ルと体前屈計のメーター部分との接着にはガムテープ

を使用 し,諸雑費を含め¥13,000程度の費用で済ん

だ.なお,メーター部分については簡易測定装置から
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図2,FRT簡易装置によるFRTの実施方法

切り離せば体前屈計の部品として再利用が可能である.

(FRT簡易測定器具のこれまでの利用結果)

2003年医療技術短期大学部理学療法学科学生 17

人 (女性 11人,男性 6人),平均年齢 22.6才(21-28

才)で本簡易測定装置を用いてFRTの計測を行った

ところ女性群で最小値が20.7cm,最大値が36.5cm,

平均29.8cmでSDは5.4であった.男性群は,最小

値が41.7cm,最大値が49.3cm,平均 45.3cmでSD

は2.8であった.Duncanらの結果と同様,測定値は

身長と有意に相関していた (r-0.509,p<0.05).～
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使用することの利点としては測定メジャーを壁に貼

り付けることや,自版 ･黒板に目盛り付きのメジャー

を記載する手間が無く,FRTの値が表示器で読みと

ることが可能となり,検査者間の誤差が少なくなった

ことが上げられる.

(今後の課題)

1,既成の身長計との組み合わせで考えたことから

身長計が無い場合は使用できない.従って,持ち運

びには不便である.

2,手作りであるためスケールと身長計との問にく
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図3,身長計に装着したFRT簡易測定装置

さびを入れて固定することからスケールの水平位置

の安定性に問題がある.

3,本簡易測定装置はまだ試行回数が少なく,今後

大熊ら2)が実施 したような測定再現性やその精度に

ついての検討が必要である.

4, さらに,販売予定の製品化された機器との比較

も必要である.

本簡易測定装置はまだ手作りの段階であるが,今後,

既成の身長計と組み合わせて使用するという本測定装

置の特長を生かし,身長計が常備されている施設や病

院で手軽にFRTの結果を測定できる機器に発展させ

ることが大切であると考える.
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DevelopmentofaSimpleDeviceforFunctionalReachTest(FRT)
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WedevisedasimpleFRTscaleforfallpreventioncombinedwithaheightmeasure.Thisadvantageof

thisscaleisthatitincludesatargetpointwhichcanbepushedforwardwiththeupperlimbstoadistance

whichismeasurednumerically.Themeasurlngpositioncanbeadjustedtotheheightoftheuser'sshoulders.
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